
■環境大臣賞 （大口町立大口中学校２年 下山 樹さん） 

 未来の計は エコにあり 

■「エコ・ファースト推進協議会」優秀賞 （仙台市立金剛沢小学校５年 佐藤 恵音さん） 

 とりもどせ るり色の海を 脱プラで 

■日本ことわざ文化学会賞        （東近江市立蒲生西小学校２年 和田 昂志郎さん） 

 せかいじゅうの子どもで エコどもサミット 

   
  ※加盟企業賞は次ページ以降で紹介しております。なお、各受賞作品は表彰団体や企業が環境・CSR活動 
  への取り組みを推進する上でのスローガンなどとして利活用していく予定です。 
  また、表彰式は12月に東京ビッグサイトで開催される日本最大級の環境展示会「エコプロ2018」において 
  12月8日(土)13時00分から 会議棟内会議室で執り行う予定です。 

 環境大臣から環境先進企業として認定を受けた「エコ・ファースト企業」による自主運営組織「エコ・ファ

ースト推進協議会」（2009年12月9日設立、加盟45社）は、環境省の後援、全国小中学校環境教育研究会の協

力を得て、7月1日から9月5日まで、全国の小中学生から創作ことわざ「エコとわざ」を募集しました。 
 昨年に引き続き、最優秀作品には「環境大臣賞」（1点）、その他「エコ･ファースト推進協議会」優秀賞、

日本ことわざ文化学会賞（各1点）、各加盟企業賞（29点）の合計32作品を表彰します。 
 本協議会では、本年度が国際珊瑚礁年であり、地球規模での気候変動や、それによる自然破壊への懸念が高

まる中、「美しい自然を未来に残すために、私たちは何をしたらよいのかな」をテーマとし、環境について考

える機会を全国の小中学生に提供することで、国民の環境意識の啓発に寄与したいと考え、本コンクールを開

催いたしました。 
 応募作品630点を審査委員会※及び各企業にて厳正に審査を行い、以下の通り受賞作品を決定しました。 
※日本ことわざ文化学会 会長 時田昌瑞氏(ことわざ研究家）をはじめとする有識者、及び主催者によって構成。 
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エコ・ファースト推進協議会 
議 長 ： 稲 垣  士 郎 
（積水ハウス株式会社 副会長） 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
エコ・ファースト推進協議会 事務局（積水ハウス㈱ 渉外部内） 

TEL：03-5575-1750  HP：http://www.eco1st.jp/ 

≪日本ことわざ文化学会 総評≫ 
                             “充実を見せた今年の「エコとわざ」”  
今年の作品の特色は2つ。第1点は、量より質。短くて音感がよく、意味のある句が目に付きました。しかし数は民意のバロメーター
ですので、質の充実を図りつつ応募数も増えるのが望ましいのです。 
第2点は、中学生の健闘。本コンクールの趣旨が小学生時代から浸透した結果だとすれば申し分ありません。 
例年と変わらないのは、多くの作品が時を反映しているということ。今年はオリンピックに見立てた句、脱プラによるストーローをモチー
フにした句が散見されました。子どもたちは地球規模でエコを捉えています。自分の身の回りを見つめ、地球の未来を思いやる子ど
もたち。成長が楽しみです。 



■加盟企業賞  （「エコ・ファースト企業」認定順） 

  ・ ビックカメラ賞 （葛飾区立本田小学校５年 新田 凜雄さん） 
   金銀銅 2020は、エコチャンピオン 

  ・ ユニー賞 （稲沢市立下津小学校１年 寺倉 一成さん） 
   たくさんの さかなとむしは ぼくのしんゆう 

  ・ キリン賞 （中央区立城東小学校６年 和田 匡生さん） 
   また会おう 分別しながら つぶやいた 

  ・ ライオン賞 （常滑市立青海中学校１年 佐々 音羽さん） 
   おさがりは 幸せつなぐ エコバトン 

  ・ 積水ハウス賞 （都城市立沖水小学校４年 坂元 律公さん） 
   リビングで 家族だんらん エコ生活 

   ・ 日産自動車賞 （東近江市立蒲生西小学校４年 和田 芹奈さん） 
   かがやく世界   自然と共ぞん 

  ・ ＮＥＣパーソナルコンピュータ賞 （仙台市立南吉成小学校３年 堀内 津麦さん） 
   電気を消して空を見る   星たちが笑っているよ 

  ・ 三洋商事賞 （東大阪市立玉川小学校４年 小西 蓮さん） 
   リサイクル 地球を救う 心がけ 

  ・ ＡＮＡ賞 （北区立神谷小学校５年 柏原 美優さん） 
   むりょうでも いらないものは おことわり 

  ・ タケエイ賞 （大月市立大月東小学校６年 清水 陽平さん） 
   『もったいない』が広まらないと『もったいない』 

  ・ 電通賞 （箕面市立西南小学校６年 南野 杏奈さん） 
   「まあいっか」 軽い気持ちが 地球を汚す 大事件 

  ・ 住友ゴム工業賞 （都城市立梅北小学校１年 永井 美宇さん） 
   あついのは ひとじゃなくて ちきゅうだよ 

  ・ Michelin賞 （稲沢市立稲沢東小学校４年 星 晴貴さん） 
   ゴミの 未来は ゴミにしない 

  ・ 川島織物セルコン賞 （北塩原村立裏磐梯小学校４年 澤栗 愛佳さん） 
   エコ商品 選んで守る 未来の自然 

  ・ クボタ賞 （羽島市立竹鼻小学校１年 淺野 智恵さん） 
   ともだちと かんがえまもる あおいほし 
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■加盟企業賞  （「エコ・ファースト企業」認定順） 

  ・ 熊谷組賞 （中央区立日本橋小学校４年 細川 奏音さん） 
   SDGs  世界のみんなの合言葉 

  ・ 戸田建設賞 （岩倉市立五条川小学校３年 小林 希未さん） 
   エコロジー 上げるじょうねつ 下がる気温 

  ・ ニッポンレンタカーサービス賞 （埼玉大学教育学部附属小学校６年 島田 紗希さん） 
   エコ運転 家族と地球へ 思いやり 

  ・ ワタミ賞 （武蔵野市立桜野小学校６年 前野 琴美さん） 
   打ち水で 地面すずしく 夏の朝 

  ・ 辻・本郷税理士法人賞 （会津若松市立若松第三中学校２年 鈴木 心渚さん） 
   かわるのは自分から  かえるのはみんなの力  未来へのたねをまこう 

  ・ 一条工務店賞 （磐田市立青城小学校４年 庄司 悦梨さん） 
   木を植えて自然を作ろう人の手で、いのちのバトンつなごうよ 

  ・ スーパーホテル賞 （文京区立明化小学校６年 杉田 珠江さん） 
   地球のために エコひいき 

  ・株式会社 リクルート賞 （岡崎市立福岡小学校５年 杉浦 希さん） 
   地球さんに 緑のドレスを プレゼント 

  ・ ブラザー工業賞 （知立市立竜北中学校２年 長谷川 由奈さん） 
   未来でも  緑の地球に  会いたいな 

      ・ アジア航測賞 （扶桑町立高雄小学校２年 松山 愛さん） 
   ほほなでる やさしい風は 田んぼから 

  ・ 西松建設賞 （河内長野市立三日市小学校４年 久保 香帆さん） 
   歩こうよ 車も休日 ほしいよね 

  ・ 住友化学賞 （大阪市立聖賢小学校６年 曾我 綸さん） 
   使う時、少し未来を考える 意識かわればエコもひろがる 

  ・ 清水建設賞 （東村山市立八坂小学校５年 本橋 隼人さん） 
   面倒でも分別 その心がけが 未来を変える 

  ・大和ハウス工業賞 （川越市立野田中学校３年 藤井 隆斗さん） 
   エコな家 夏はcoolに 冬はポカポカ 
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